
 

 
   

 

『今だからこそ問う部活動の意義』 

特活課長   奥出  克樹  

 今、世界で猛威を振るっている新型コロナウイルスの影響を私たちは多大に受けています。インタ

ーハイが中止になり、高校野球もセンバツに続き夏の甲子園も中止になりました。本校の学校行事にお

いても、１学期のクラスマッチが中止、体育大会は内容を精選・縮小して実施しました。特に３年生と

その保護者の方々の無念さは言うまでもありません。簡単には気持ちを切り替えることはできなかっ

たことでしょう。いや、今でもやりきれない気持ちが心の片隅に残っているかもしれません。ただ、こ

うした逆境に直面したときこそ、深く自分と向き合う機会にしてほしいと思います。 

 大会や発表の場が無くなったことにより部活動の本質や真価が問われています。仲間や相手がいて、

ルールが存在し、ジャッジしてくれる審判がいて、それを応援してくれる家族や友人、さらにはＯＢ会

や後援会、地域の方々やファンがいます。自分だけ、自分たちだけが楽しむものではなく、周囲の支え

によって成り立っていることを改めて深く考え直すチャンスだと感じます。普通に部活動ができてい

た日常がいかに幸せだったかを実感したことでしょう。そんな今だからこそ、「なぜ、部活動をするの

か」を考え、部活動をすることの価値、そして意義を自分に問いかけてみてください。「部活動を通じ

て何を学んでいますか。」「それを未来にどのように生かしていきますか。」勝った負けた、全国大会

に出場できるできない、レギュラーになったなれない等、様々な考え方があると思いますが、要はいか

に今後の人生につなげていくか、世の中に出て通用する自分を作り上げていくか、つまり、自分らしい

豊かな人間性を育むことが部活動の意義だと考えます。 

 日本スポーツマンシップ協会代表理事の中村聡宏氏は、「尊重・勇気・覚悟」がスポーツマンに求め

られる態度を集約したキーワードだと言っています。多様な他者を許容する「尊重」。その「尊重」の

精神を持った上で、相手や困難に向き合う「勇気」。勝利を目指して全力を尽くして最後まで諦めずに

やり抜き愉しむ「覚悟」。この３つの要素を持って取り組む姿勢が、スポーツマンシップには求められ

ていると説明しています。高校生の時期は人生の序盤と言えるでしょう。これから続く長く険しい道の

りを進んでいく中で、部活動を通して身に付けた学びをいかに生かすかが重要です。そう考えれば、今

回のような特別で貴重な経験が必ず皆さんにとってプラスに働くはずです。 

 今は親からの愛情をたっぷり受けて、手を掛けられて育ってきた子どもたちが多くて、その分、何か

うまくいかないことがあったら、大人が解決してくれると思っているふしがあります。よくある例です

が、チーム内で練習をさぼっている人がいると「先生、どうにかしてください。」とノートに書いてき

たり、言ってきたりすることがあります。チームメイトなんだから、自分で「おまえ、ちゃんとやれよ」

とぶつかればいいのですが、悪い言い方をすれば自分の手を汚したくないのです。仲間との衝突を乗り

越えながら身に付いていく問題解決能力や築き上げられる絆は、部活動で得られる貴重な経験であり、

今後の人生の糧となるはずです。高校生が部活動をやっていくなかで身に付けていくものは、勝つこと

だけではありません。そこで得るものを大事にしていかないと、勝てばいいんだろう、という考えにな

ってしまいます。すると、授業中に寝ていても欠点を取らなければいいんだろうとか、部活をしに学校

に来ているのだから、授業などの学校生活は手を抜いていいというような自分の都合のいいように物

事を解釈するようになりがちです。そうではなく、どんなことにでも手を抜かずに頑張れる生徒を育て

たいという大きな目的がどんな指導者にも親にもあるはずです。私もそこだけは外したくない。ですか

ら、うまくいかないことが多いのが人生だけど、うまくいかない時にそれとどう向き合っていくかが大

事で、それをサポートしていくのが我々大人の役目だと思っています。コロナ禍の今だからこそ、仲間

と協力し合いながら、手を抜かずに努力を積み重ね、最後まで諦めずに粘り強くやり抜く姿勢の重要性

を改めて考え直し、実践してほしいと願っています。 

令和２年 



日 曜 行　　　      　　事

1 日

2 月

3 火 文化の日

4 水 西条市役所出前講座(２年普・1-4)

5 木 語の日　校内漢字テスト⑦ 　歯科検診１年

6 金 ウォークラリー大会(雨天時：金の授業)

7 土 ベネッセ・駿台マーク模試(３年)　竹林整備の下草刈り(9:00～)

8 日 　第141回珠算・電卓実務検定試験

9 月 公開授業　校納金引落

10 火

11 水 　類型選択説明会(１年普)　介護職員初任者研修(3-4ﾋｭｰﾏﾝ) 

12 木 地域協働プロジェクト(1-4：香川県)　「命の授業」　歯科検診(２年)　　 　高文祭

13 金 　社会見学(３年：坊っちゃん劇場)　全校集会　修学旅行事前指導(２年)　運転免許取得説明会

14 土 被服検定１級(和)　竹林整備の下草刈り予備日

15 日 竹林整備(生徒希望者)

16 月 朝の読書週間

17 火 　幼稚園実習(3-4ﾋｭｰﾏﾝ)

18 水 　介護職員初任者研修(3-4ﾋｭｰﾏﾝ)

19 木 　校内漢字テスト⑧　歯科検診(３年)　ウォークラリー大会予備日

20 金 　期末考査発表　第２回人権・同和教育ホームルーム活動(全学年)

21 土

22 日 第65回ビジネス文書実務検定試験

23 月 勤労感謝の日

24 火 財政教育教室(2-1)

25 水 各種委員会　探究活動発表会(２年)

26 木 (ウォークラリー大会が延期の場合、漢字テスト⑧)　歯科検診(３年)予備日

27 金 修学旅行事前指導(２年)

28 土

29 日

30 月 期末考査(11/30～12/4)

令和２年度  11 月行事予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記  小松高祭（文化発表会）を振り返って＞  

 芸術の秋にふさわしくすばらしい時間と光景を味わうことができました。準備におい

て、真剣に取り組む姿や皆で協力して最後までやり切った思いが、当日の作品・展示・

演奏に確かにつながっていたと思います。普段隠れている繊細な感性・個性があふれ出

て、小松高校に花を咲かせていました。さらに、本校ＯＢ一色龍太郎さんが石鎚山写真

展で、ＰＴＡの方々が多肉植物寄せ植え販売で、生徒たちを盛り立て、温かく深い彩を

添えていただきました。本当にありがとうございました。  


